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交
通
事
故
の
な
い

え
び
の
を
目
指
す

　

え
び
の
市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が
平
成

29
年
に
入
っ
て
か
ら
1
件
発
生
し
て
お
り
、

平
成
25
年
か
ら
毎
年
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
交
通
事
故
は
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
げ
る

の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
傾
向　

　

宮
崎
県
で
は
、平
成
28
年
中
の
交
通
事
故
・

発
生
件
数
・
死
者
数
・
負
傷
者
数
は
前
年
よ

り
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
死
者
数

に
つ
い
て
は
、
昭
和
32
年
以
降
の
60
年
間
で

最
少
の
45
人
で
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事

故
死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
66
・

7
％
と
高
く
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事

故
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。

　

交
通
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
脇
見
や
安

全
不
確
認
等
の
運
転
者
の
緊
張
感
を
欠
い
た

漫
然
運
転
に
よ
る
事
故
が
約
7
割
を
占
め
て

い
ま
す
。　

道
路
で
の
注
意
点

○
運
転
手
は
、
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
減
速
を
す
る

・
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
し

て
い
た
ら
、
一
時
停
止
し
て
、
横
断
す
る
の

を
待
つ　

な
ど

　

道
路
を
通
行
す
る
の
は
、
自
動
車
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
も

利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
動
き
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
優
し
い
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
歩
行
者
は
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
無
視
を
し
な
い

・
横
断
禁
止
の
場
所
で
は
道
路
を
横
断
し
な

い・
道
路
を
渡
る
と
き
は
横
断
歩
道
を
利
用
す

る　

な
ど

　

道
路
を
歩
く
と
き
は
無
理
を
せ
ず
安
全
な

歩
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
事
故
を
防
ぐ

　

夜
間
の
事
故
は
、
暗
く
な
る
夕
暮
れ
時
に

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
な
ど
が
見
え
に
く
く
な

毎年4月に、犯罪や交通事故のない安心して生活できるえびの市を目指し
て、地域安全・交通安全運動決起集会を行っています。集会では、新入学児
童生徒の代表に防犯ブザーやヘルメットなどが手渡されます。

　75歳以上の高齢者の運転に関する内容が変更されています。
○運転免許証を更新するためには、更新期間満了日の前6カ月以内
に「認知機能検査」と「高齢者講習」を受けなければなりません。
○認知機能が低下したときに起こりやすい交通違反（信号無視など）
をした場合は、「臨時認知機能検査」を受けなければなりません。ま
た、この臨時認知機能検査の結果、認知機能の低下が認められる場
合は臨時に高齢者講習を受講しなければなりません。
○「認知機能検査」または「臨時認知機能検査」の結果、「認知症のおそ
れあり」と判定された人は専門医の診断を受け、診断書を提出しなけ
ればなりません。
○医師から認知症と診断された場合や、検査・講習を理由なく受け
なかった場合は、運転免許取消し等の対象となります。
　市では、運転に不安を持つ高齢者の運転免許証の自主返納を推進
しています。自主返納に対する助成事業を実施していますので、ご
利用ください。

る
時
間
帯
で
す
。

　

歩
行
者
は
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

白
や
黄
色
と
い
っ
た
明
る
い
色
の
服
装
を
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
の
ラ
イ
ト
を

反
射
す
る
「
反
射
材
」
を
着
用
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。
で
き
る
だ
け
、目
立
つ
服
装
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
対
向
車
が
な
い
場
合
は

上
向
き
の
ラ
イ
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。
上
向
き

の
ラ
イ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
な
ど
の

発
見
が
早
く
で
き
ま
す
。

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止

　

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

な
ど
の
「
運
転
操
作
不
適
」
や
、「
漫
然
運

転
」、「
安
全
不
確
認
」
等
で
す
。
高
齢
に
な

る
と
身
体
の
衰
え
や
、
情
報
を
処
理
す
る
力

が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、ま
た
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
自

分
の
運
動
能
力
や
身
体
機
能
の
変
化
を
認
識

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□春の地域安全・交通安全運動決起集会

　

今
年
の
3
月
12
日
か
ら
、
道
路
交
通
法
改

正
で
、
新
高
齢
者
講
習
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
身

体
状
況
に
合
っ
た
講
習
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
認
知
機
能
検
査
で
自
分
の
状
況

を
把
握
し
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
が
運
転
す
る
車
に
「
高

齢
運
転
者
標
識
（
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
）」

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲
の
自

動
車
運
転
者
は
、
マ
ー
ク
を
つ
け
た
自
動
車

に
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
利
用
し
ま
し
ょ
う
。　
　

●交通安全の取り組み

交
通
安
全
の
取
り
組
み
を

　

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互
い
に
優
し

さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

独
り
よ
が
り
な
歩
行
や
運
転
を
や
め
、
事

故
の
な
い
え
び
の
市
を
目
指
し
て
交
通
安
全

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対

策
係

☎
35
‐
１
１
１
9（
直
通
）

市では、えびの地区交通安全協会などと連携して、市内各所で、年4回交
通安全を呼びかける街頭キャンペーンを行っています。キャンペーンでは、
ドライバーに啓発のチラシを配るなど安全運転を呼びかけています。

□交通安全街頭キャンペーン

●新高齢者講習制度

登校時、交差点を横断する児童と交通指導を行う駅前交番連絡協議会員
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下
したわき

脇幸男さん／ 100 歳（大明司）濱田正利さん／ 100 歳（麓）

東實
さねとし

利さん／ 100 歳（上上江）

橋元ノブさん／ 100 歳（京町）

盛永ノエさん／ 100 歳（南原田）

武田キミさん／ 100 歳（東内竪）

百
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月
19
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
村
岡
市

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問
。
祝

詞
と
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
今
年
度
中
に
満

１
０
０
歳
に
達
す
る
人
は
、
男
性
3
人
、
女

性
8
人
の
計
11
人
で
す
。
え
び
の
市
在
住
で

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
男
性
8
人
、
女
性

24
人
の
計
32
人
で
す
（
平
成
29
年
8
月
25
日

現
在
）。

　

最
高
齢
者
は
、
女
性
が
１
０
9
歳
の
濵
邊

ヒ
デ
さ
ん
（
松
原
）、
男
性
が
１
０
3
歳
の

四し
た
ん
だ

反
田
初
さ
ん
（
末
永
）
で
す
。

　

え
び
の
市
の
高
齢
化
率
は
、
39
・
69
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
）。

　

市
長
か
ら
祝
詞
を
受
け
た
武
田
キ
ミ
さ
ん

（
東
内
竪
）
は
、「
本
を
読
む
の
が
大
好
き
で

す
。
ま
た
、
も
う
長
い
こ
と
毎
日
、
日
記
を

書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
記
を
書
き

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
、
無
理
を

せ
ず
、い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

※
写
真
の
年
齢
は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
に

到
達
す
る
満
年
齢

橋本彌
や え

惠さん／ 100 歳（西上江）

岩崎季未子さん／ 100 歳（東内竪）

谷口フミエさん／ 100 歳（下大河平）
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人事行政の運営状況
　地方公務員法の規定で、地方自治体は、人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務付けら
れています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民の皆さんに
お知らせします。

1. 職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用・離職状況（平成 28 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

その他の
教育職

採用者数 10 人 1 人 1 人 1 人
離職者数 10 人 1 人 2 人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 29

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 5 5 5 5
総　　務 74 72 74 75 74 ＋ 2 － 2 ＋ 2 ＋ 1 － 1
税　　務 17 17 16 18 17 － 1 ＋ 2 － 1
民　　生 20 22 21 21 21 － 1 ＋ 2 － 1
衛　　生 21 21 21 21 21 － 1
農林水産 37 39 39 39 39 ＋ 1 ＋ 2
商　　工 6 6 6 6 6
土　　木 23 23 22 22 23 － 1 ＋ 1
小　　計 203 205 204 207 206 ＋ 1 ＋ 2 － 1 ＋ 3 － 1

特別行政
部門

教　　育 22 23 21 21 21 － 2 ＋ 1 － 2
小　　計 22 23 21 21 21 － 2 ＋ 1 － 2

公営企業等
会計部門

水　　道 9 9 9 9 9
病　　院 40 40 40 39 39 ＋ 1 － 1
そ　の　他 24 24 25 25 25 ＋ 1
小　　計 73 73 74 73 73 ＋ 1 ＋ 1 － 1

合　　計 298 301 299 301 300 ± 0 ＋ 3 － 2 ＋ 2 － 1

②職員数の推移状況（各年 4 月 1 日現在） （単位：人）

2. 職員の給与の状況
①職員給与費の状況（平成 29 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
228 人 866,531 千円 117,908 千円 336,536 千円 1,320,975 千円 5,794 千円

（注）1. 市長、副市長および教育長は除きます。　2. 職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 178,200 円 178,200 円
高校卒 146,100 円 146,100 円

②職員の初任給の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 40.9 歳 316,500 円
高校卒 38.2 歳 291,700 円

技能労務職 高校卒 50.4 歳 371,900 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査 課長補佐 課長

職員数 30 人 31 人 24 人 90 人 21 人 23 人
構成比 13.7　％ 14.2％ 11.0％ 41.1％ 9.6％ 10.5％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です（職員数には、保健師、栄養士は含みません）。

⑤主な職員手当の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　   10,000 円

本市と同じ

子　　　　　　   1 人につき   8,000 円

子（配偶者無）　   1 人目のみ 10,000 円

扶養親族                1 人につき   6,500 円

扶養親族（配偶者無）
                                 1 人目のみ   9,000 円

特定期間加算（満 16 歳～満 22 歳）
　　　　　　　  １人につき   5,000 円

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
   家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
   （家賃額－ 23,000 円）× 1/2
   ＋ 11,000 円を支給

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
                                支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
使用距離に応じて
                                  3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて

2,000 円～
31,600 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当

本市と同じ

（その他の加算措置）
定年前早期退職特例措置
２～ 20％加算

定年前早期退職
特例措置

3 ～ 45％加算

期末手当 勤勉手当
6 月期 1.225 月 0.8 月

12 月期 1.375 月 0.9 月
計 2.6 月 1.7 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度 49.59 月分 49.59 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 29 年 4 月 1 日現在）

①勤務時間等の状況

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 772,000 円

  6 月期　1.50 月
12 月期　1.75 月

計　3.25 月

副市長 616,000 円
教育長 557,000 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

　国民の祝日と年末年始の期間（12 月 29 日から翌年 1 月 3 日）
は、休日として勤務を要しない日となっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇、介護時間、組合休暇があります。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

5. 職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成 28 年度）

②懲戒処分の状況（平成 28 年度）

6. 職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条に「全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根
本基準が定められています。職員は、これらの法令および服
務規程などを遵守し、職務を遂行しています。

7. 職員の研修の状況
　市では、行政課題解決と一層の発展を担うための人材を育
成するための研修を実施しています。平成 28 年度において
は、派遣研修を 322 人、市単独研修を 672 人の職員が受講
しています。

8. 職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とす
る共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。
また、互助組織である職員厚生会による体育レクリエーショ
ン事業などを通じて職員相互の親ぼくを図り、健康で明るい
職場づくりに努めています。

②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上に、負傷・疾病・
死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金より一
定の補償が行われます。

③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めで、給与・勤務時間その他の
勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体の当局に
より適当な措置がとられるべきことを要求できます。また、
懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平委員
会に対して審査請求を行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 28 年度に、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する審査請求の状況
　平成 28 年度に、審査請求はありませんでした。

■お問い合わせ先
市総務課 人事係
☎ 35-3711（課直通）
※詳しい内容は、市公式ホームページでも、公表していま
す。

〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/

勤務時間の割り振り
始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 土・日曜日

区分 免職 降任 休職
分限 0 人 0 人 3 人

区分 免職 停職 減給 戒告
懲戒 0 人 0 人 0 人 0 人

　職員の休業には、育児休業があり、平成 28 年度は女性 2
人が取得しました。

4. 職員の休業に関する状況



9  88広報 平成29年9月号

CIVIC NEWS
市政ニュース

　

１
９
９
４
年
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
が
世
界
保
健
機
関

と
共
同
で
、毎
年
9
月
21
日
を「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
制

定
し
、
こ
の
日
を
中
心
に
世
界
各

国
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
等
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症

を
引
き
起
こ
す
原
因
疾
患
の
一
つ

で
、
原
因
疾
患
に
占
め
る
割
合
は

5
～
6
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
が
発
症
す
る
と
記
憶
障

害
や
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
適
切

な
判
断
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
生

活
す
る
う
え
で
の
支
障
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
ほ
ど
認
知
症
を
発

症
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
65
歳
未
満
で

発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
の
人
も

増
え
て
お
り
、
認
知
症
は
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病

気
と
言
え
、
早
期
発
見
・
早
期
受

診
・
早
期
治
療
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
認
知
症
予
防
の
た
め

に
、
元
気
な
う
ち
か
ら
運
動
・
食

「
認
知
症
」
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

9
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す

事
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病

対
策
を
し
た
り
、
外
出
の
機
会
を

増
や
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
の
刺
激
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開

催
や
、
図
書
館
・
市
役
所
内
で
の

認
知
症
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま飯野高校で認知症サポーター養成講座を行いました

し
た
。
産
業
文
化
祭
で
も
展
示
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症

や
介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
を

相
談
し
合
え
た
り
、
情
報
交
換
を

し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流

で
き
る
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
と
こ
ろ
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ま
ず
地
域
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
認
知
症
は
身
近

な
病
気
と
考
え
、
い
ろ
い
ろ
な
機

会
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
2
（
課
直
通
）

　地域包括支援センターでは、「認知症サポー
ター養成講座」を開催しています。認知症サ
ポーターとは、認知症を正しく理解し、認知
症の人やその家族を温かく見守る応援者です。
　子どもから大人まで、どなたでも受講する
ことができます。詳しくは、地域包括支援セ
ンターにお問い合わせください。

安
全
に
通
学
で
き
る
た
め
に

通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

　

8
月
10
日
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
各
小
学
校
区

で
通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
登
下
校
時
の

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
関
係
機
関
の

協
力
が
必
要
で
す
。こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と

で
、
危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し

改
善
を
行
う
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
小
林
土
木
事
務

所
、
え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、

市
基
地
・
防
災
対
策
課
、
市
農
林

整
備
課
、
市
学
校
教
育
課
、
各
小

中
学
校
の
教
職
員
ら
約
30
人
が
参

加
。
用
水
路
近
く
の
通
学
路
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
通
学
路
な

ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応

で
き
る
も
の
か
ら
改
善
し
て
い
き

ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課 

教
育
係

☎
35
‐
３
７
２
１
（
課
直
通
）

警察、道路管理者、教職員などが合同で危険箇所を点検

交
流
が
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
に

「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」を

受
け
て
い
ま
す
。

　

二
見
氏
は
、「
や
り
た
い
こ
と
、

や
り
残
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。」と
い
う
演
題
で
講
演
を
行

い
、「
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
が
声
を

か
け
な
が
ら
、
地
域
に
住
む
人
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
8（
直
通
）

持
ち
味
を
生
か
し
て

平
成
29
年
度
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

8
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で「
平
成
29
年
度
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

講
演
会
に
は
、
市
内
の
自
治
会

員
な
ど
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
日
向
市
の
財

光
寺
農
業
小
学
校
校
長
の
二
見

順よ
り
お雄
氏
が
招
か
れ
ま
し
た
。
二
見

氏
は
、
財
光
寺
農
業
小
学
校
で
の

シ
ニ
ア
世
代
と
子
ど
も
た
ち
と
の

講演を行う二見氏

認知症カフェでは、催し物などで交流を深めています
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行
政
の
対
応
に
困
っ
た
ら

10
月
16
日
～
22
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

行政相談委員の馬越脇泰二さん、藤崎典子さん

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
多
く
の

人
に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
10
月
16
日
（
月
）
か

ら
22
日
（
日
）
ま
で
の
1
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、

「
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納
得

が
い
か
な
い
」、「
制
度
や
仕
組
み

が
分
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
1
水
曜
日
に

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日
（
平

成
30
年
1
月
は
第
2
水
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
役
所
2
階　

2
‐
１

会
議
室

【
行
政
相
談
委
員
】
藤
崎
典
子
・

馬
越
脇
泰
二

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
無
報
酬
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
公
平
中
立
な
立
場

か
ら
解
決
を
促
進
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
料
】
無
料

【
そ
の
他
】
相
談
は
、
総
務
省
宮

崎
行
政
評
価
事
務
所
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
同
じ
番
号
で
か
け
ら
れ
る
行
政

苦
情
１
１
０
番
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
行
政
苦
情
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

問
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
35
‐
３
７
３
１
（
直
通
）

長
春
市
と
の
友
好
を
深
め
る

中
国
長
春
市
留
学
生
交
流
事
業

　

市
で
は
、
8
月
22
日
か
ら
26
日

ま
で
中
国
長
春
市
留
学
生
交
流
事

業
と
し
て
中
国
吉
林
省
長
春
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
内
に
あ
る

高
等
学
校
の
生
徒
が
、
長
春
日
章

学
園
高
中
（
高
校
）
の
生
徒
と
の

交
流
を
通
し
て
、お
互
い
の
伝
統
・

文
化
を
理
解
し
、
国
際
感
覚
豊
か

な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

訪
問
に
は
、
市
職
員
、
飯
野
高

校
生
2
人
、
日
章
学
園
九
州
国
際

高
校
生
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
問
で
は
、
長
春
日
章
学
園
高

中
の
入
学
式
に
出
席
。
学
校
で
の

交
流
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
い
ろ

い
ろ
な
経
験
が
で
き
た
の
で
、
参

加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」「
中
国

の
文
化
や
習
慣
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
の
考
え
方
が
変
わ
り

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。　

問
市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
8
（
直
通
）

自己紹介やクイズなどを行って交流を深めました

地
域
防
災
力
の
強
化
に
活
用

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
災
用
資
機
材
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し

て
、
出
水
地
区
自
主
防
災
会
が
、

防
災
用
資
機
材
一
式
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
防
災
力

の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
自
主
防

災
組
織
が
行
う
防
災
活
動
に
必
要

な
設
備
等
の
整
備
に
対
し
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
出
水
地
区
自
主
防
災
会

が
整
備
し
た
資
機
材
は
、
可
搬
消

防
ポ
ン
プ
や
折
り
た
た
み
式
リ
ヤ

カ
ー
、
発
電
機
お
よ
び
ハ
ロ
ゲ
ン

投
光
器
セ
ッ
ト
な
ど
計
24
品
目
で

す
。

　

出
水
地
区
自
主
防
災
会
会
長
の

増
田
賢
造
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で

防
災
講
座
や
避
難
訓
練
な
ど
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
整
備
し

た
防
災
用
資
機
材
を
地
域
で
行
う

防
災
訓
練
等
な
ど
で
活
用
し
て
、

さ
ら
な
る
地
域
の
防
災
力
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
９
（
直
通
）

百
歳
体
操
で
地
域
づ
く
り

第
1
回
え
び
の
市
百
歳
体
操
交
流
会

　

8
月
19
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
第
1
回
百
歳
体
操
交
流
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
百

歳
体
操
に
参
加
し
て
い
る
人
や
は

つ
ら
つ
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士
の
交
流

を
図
り
、
さ
ら
に
百
歳
体
操
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

同
交
流
会
で
は
、
百
歳
体
操
高

齢
参
加
者
お
よ
び
各
会
場
の
サ

ポ
ー
タ
ー
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
中

学
校
区
ご
と
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
活
動
報
告
、
講
演
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
岡
山
県
津
山
市

役
所
健
康
増
進
課
主
幹
作
業
療
法

士
安
本
勝
博
氏
が
招
か
れ
ま
し

た
。

　

安
本
氏
は
「
介
護
予
防
か
ら
始

ま
る
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
演
題

で
、「
自
分
が
元
気
に
な
る
と
周

り
が
元
気
に
な
り
、
さ
ら
に
地
域

も
元
気
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
津

山
市
の
事
例
を
挙
げ
て
講
演
し
ま

し
た
。

問
市
介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
２
（
課
直
通
）

安本氏の巧みな話術に参加者は元気をもらっていました

感謝状を贈られた高齢参加者とサポーターの皆さん

整備された防災用資機材宝くじのマスコット

長春日章学園高中を訪問
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8
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で
、
市

相
撲
場
で
「
大
相
撲
武
蔵
川
部
屋

え
び
の
合
宿
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
宿
に
は
、
武
蔵
川
親
方
（
元
横

綱
武
蔵
丸
）
と
弟
子
16
人
が
参
加

し
、
稽
古
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

合
宿
中
に
は
、
ち
ゃ
ん
こ
振
る

舞
い
や
道
の
駅
え
び
の
で
の
赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
、
市
民
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。稽
古
を
見
に
来
て
い

た
歳
川
将ま

さ
し士
く
ん（
飯
野
小
3
年
）

は
「
力
士
の
相
撲
を
取
っ
て
い
る

姿
が
、
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第 4 回大相撲武蔵川部屋えびの合宿

生で見る稽古の迫力に感激

　

8
月
19
日
、
宮
崎
市
で
県
内
26
市
町

村
が
参
加
す
る
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
プ
レ

ゼ
ン
ツ
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
1
7
in
ま
つ
り
宮
崎
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
は
、
え
び
の
エ
コ
フ
ィ
ー

ド
利
用
・
増
産
推
進
協
議
会
の
い
も
こ

おいしさを丸かじり
ご当地グルメコンテスト2017inまつり宮崎

豚
を
使
用
し
た
「
え
び
の
産
い
も
こ
豚

の
ス
モ
ー
キ
ー
ス
ペ
ア
リ
ブ
」
を
出
品

し
ま
し
た
。
結
果
は
、
昨
年
よ
り
1
つ

順
位
を
上
げ
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
ア
リ
ブ
を
購
入
し
た
人
は
、
両

手
に
持
っ
て
豪
快
に
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。　

８
月
27
日
、
矢
岳
高
原
特
設
会

場
で
「
九
州
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手
権

第
6
戦
宮
崎
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
大
会
は
、
宮
崎
ト
ラ
イ
ア
ル

部
会
が
行
っ
た
も
の
で
、
矢
岳
高

原
で
は
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
大
会
に
は
、
競
技
ク
ラ
ス
、

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
国
内
Ｂ
級
・
国
内

Ａ
級
・
国
際
Ｂ
級
・
国
際
Ａ
級
に

宮
崎
県
内
外
か
ら
63
人
の
ラ
イ

ダ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
観
戦

者
が
訪
れ
、
カ
メ
ラ
片
手
に
選
手

た
ち
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

九州トライアル選手権第6戦宮崎大会

自然の中を疾走
　

9
月
1
日
、
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー

プ
Ｐパ

ス

テ

ル

ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｌ 

Ｃク

ロ

ッ

ク

ｌ
ｏ
ｃ
ｋ

の
皆
さ
ん
が
市
長
を
訪
れ
、
真
幸

駅
を
題
材
と
し
た
曲
の
入
っ
た
Ｃ

Ｄ
（
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
）
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
宮
崎

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
1
月
14
日
に
え
び
の
で

行
わ
れ
た
魅
力
掘
り
起
し
ツ
ア
ー

（
餅
勧
進
体
験
）
に
参
加
し
た
同

グ
ル
ー
プ
が
ツ
ア
ー
に
感
銘
を
受

け
て
曲
を
制
作
。
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
は
「
機
会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
、

聴
い
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

Pastel Clockが来庁

真幸駅を題材に曲を制作

　

8
月
27
日
、
西
長
江
浦
の
南
方
神
社

な
ど
を
会
場
に
「
大
太
鼓
踊
り
」
が
行

わ
れ
、
西
長
江
浦
大
太
鼓
踊
り
保
存
会

の
20
人
が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
り
は
通
称
「
ウ
バ
ッ

チ
ョ
（
大
ば
ち
）
踊
り
」
と
も
い
い
、

４
４
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

勇壮な踊りで五穀豊穣
西長江浦の南方神社で大太鼓踊り

　

踊
り
手
は
、
直
径
１
２
０
セ
ン
チ
も

あ
る
大
太
鼓
を
か
つ
ぎ
、鉦か

ね

や「
ヤ
ァ
ー

ド
ッ
コ
イ
」
の
か
け
声
に
合
わ
せ
勇
壮

に
舞
い
踊
り
ま
す
。

　

松
坂
昭
二
会
長
は
「
み
ん
な
で
守
る

と
い
う
気
持
ち
を
地
域
全
体
で
盛
り
立

て
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

8
月
11
日
、え
び
の
高
原
で「
霧

島
山
モ
ン
テ
フ
ェ
ス
2
0
1
7
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
山

の
日
に
、
霧
島
山
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
白
紫
池
で
の

S
U
P
や
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
会
、
ピ

ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

バ
イ
ク
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
に

は
、
約
2
2
0
0
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

霧島山モンテフェス 2017

山の魅力を感じる
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詩
人　

田
中
孝
江
さ
ん

詩
を
作
り
続
け
て
半
世
紀

　
「
ぼ
つ
ぼ
つ
詩
作
り
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、
田
中
孝
江
さ
ん
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
平
成
29
年
7
月
に
自
身
7
集
目
と

な
る
詩
集「
杉
の
林
」を
自
費
出
版
し
ま
し
た
。「
長

男
の
久
幸
が
、
私
の
作
品
が
散
逸
し
な
い
よ
う
に
と

ま
と
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
平
成
8
年
の
第
1
集
か

ら
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
。
詩
集
は
、
家

族
や
友
人
、
知
人
に
贈
っ
て
い
ま
す
」

　

田
中
さ
ん
は
、
何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て

い
た
42
歳
の
こ
ろ
、
詩
人
の
故
高
田
敏
子
氏
の
作

品
に
感
銘
を
受
け
、
詩
作
り
を
始
め
ま
し
た
。「
本

格
的
に
書
き
だ
し
た
の
は
昭
和
58
年
に
詩
誌『
宮
崎

野
火
』に
参
画
し
た
時
で
す
。
60
歳
で
し
た
。
で
も
、

本
気
に
な
っ
た
の
は
70
歳
に
な
る
こ
ろ
か
ら
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
平
成
4
年
か
ら
宮
日
文
芸
の
詩
壇

に
投
稿
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
に
は「
宮
日

詩
壇
賞
」を
受
賞
、
平
成
21
年
度
に
は
県
民
芸
術
祭

「
第
12
回
み
や
ざ
き
文
学
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
宮
日
文
芸
に
作
品
を
投
稿
し
、
都
城

文
化
誌
会
員
と
し
て
同
会
誌
に
作
品
を
発
表
し
て
い

ま
す
。「
私
の
作
品
に
対
す
る
評
を
読
む
の
が
好
き

で
す
。
そ
の
指
摘
が
勉
強
に
な
る
か
ら
で
す
」

自
分
ら
し
さ
を
追
求

　

田
中
さ
ん
は
、
月
1
つ
か
ら
2
つ
の
ペ
ー
ス
で
詩

日常に潤いを届けたい

を
作
っ
て
い
ま
す
。「
詩
を
作
る
と
き
に
は
、
ふ
と

し
た
こ
と
な
ど
心
の
ア
ン
テ
ナ
が
捉
え
た
こ
と
を
書

き
な
さ
い
と
教
わ
り
ま
し
た
。
で
も
、
私
の
ア
ン
テ

ナ
は
な
か
な
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」と
困

り
顔
で
す
。「
詩
の
題
材
を
無
理
や
り
ひ
ね
り
出
す

こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
は
、
自
分
ら
し

さ
が
出
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
作
り
方
は
し
て
い
ま

せ
ん
」

　

ま
た
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に
な
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。
作
成
ノ
ー
ト
に
は
、
原
文
の
上
に
赤
ペ

ン
で
二
重
線
や
矢
印
、
訂
正
し
た
言
葉
な
ど
が
た
く

Profile

さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
な
る
べ
く
難
し
い
言
葉

を
使
わ
な
い
で
、
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」と
田
中
さ
ん
。
作
品
の
投
稿
先
に

よ
っ
て
は
字
数
制
限
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
字

数
を
気
に
し
て
固
い
表
現
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
辞

書
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
分
か
り
や

す
く
し
過
ぎ
る
と
文
章
に
な
る
か
ら
困
り
ま
す
」と

は
に
か
み
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

田
中
さ
ん
は
、
詩
は
日
常
の
何
の
変
哲
も
な
い
こ

と
か
ら
潤
い
を
見
い
出
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
私
は
、
子
ど
も
た
ち
や
周
り
の
人
た
ち
の
支
え
が

あ
っ
て
、
今
ま
で
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
の
詩
が
、
皆
さ
ん
に

潤
い
を
与
え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
届
い
た
ら

い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

高
齢
な
の
で
体
が
痛
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
け
れ
ど

畑
作
業
は
欠
か
さ
な
い
と
い
う
田
中
さ
ん
。「
通
い

慣
れ
た
畑
に
行
く
ま
で
の
十
数
メ
ー
ト
ル
の
道
で
も
、

ま
だ
ま
だ
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
発
見
が

楽
し
み
で
も
あ
り
、
畑
で
で
き
た
も
の
を
周
り
の
人

に
お
す
そ
分
け
す
る
の
も
楽
し
み
な
ん
で
す
」楽
し

そ
う
に
話
す
目
が
一
層
細
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

たなかたかえ／岡松／
94 歳／趣味：畑作業
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

月
あ
か
り
さ
庭
の
中
に
香
り
た
つ

く
ち
な
し
の
花
白
夜
姫
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
治
木
シ
ズ

　
例
年
に
な
い
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
自
然
界
す
べ
て
が
柔
ら
か
な
光
を
受
け

透
明
感
の
あ
る
秋
の
色
へ
と
変
る
。涼
や
か
な
宵
風
に
誘
わ
れ
て
庭
に
佇
む

作
者
は
冴
え
渡
る
月
光
に
ぬ
れ
て
香
り
を
も
て
る
白
い
く
ち
な
し
の
花
に

白
夜
姫
を
連
想
し
た
の
で
あ
ら
う
。ま
さ
に
幽
玄
の
世
界
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌師

に
想
ひ　

一
滴
に
祈
る　

生
き
め
や
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
キ
ヨ
子

　「
宮
﨑
さ
ん
は
、
大
き
い
字
で
も
書
け
る
様
に
な
っ
た
か
ら
い
い
よ
。僕

は
も
う
字
が
書
け
な
く
な
っ
た
よ
。」
○
○
年
前
、
九
死
に
一
生
を
え
て
救

け
て
下
さ
っ
た
恩
師
を
尋
ね
て
行
っ
た
が
会
え
な
か
っ
た
。悲
し
か
っ
た
。

今
は
、
や
っ
と
そ
の
声
も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
し
か
聞
え
な
い
。  

　（
自
註
）

俳
句詩詩盆

踊
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

今
年
も
盆
踊
り
が
終
わ
っ
た

父
の
い
な
い
盆
踊
り　

長
年
太
鼓
を
叩
い
て
い
た
父
は
も
う
い
な
い

今
年
は
私
の
弟
が
太
鼓
を
叩
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
み
い
よ
い
よ
盆
踊
り
の
番
が
き
た

中
央
に
太
鼓
が
運
ば
れ
周
り
を
人　

人
が
囲
む

私
た
ち
家
族
も
自
然
と
輪
の
群
れ
に
入
る

は
ん
や
節　

お
は
ら
節　

小
林
音
頭

太
鼓
の
響
き
に
踊
り
手
の
手
足
も
軽
快
だ

弟
が
太
鼓
を
叩
く
姿
が
父
と
重
な
る

父
が
ハ
ッ
ピ
姿
で
ど
こ
か
に
い
る
の
で
は
な
い
か

そ
ん
な
錯
覚
さ
え
覚
え
る

太
鼓
を
中
心
に
大
勢
の
踊
り
手
で
鮮
や
か
に
賑
わ
い
盛
り
上
が
る

踊
り
が
お
わ
る
と
恒
例
の
花
火

昨
年
ま
で
は
家
族
み
ん
な
で
見
た
花
火

ド
ー
ン
と
上
が
る
た
び
懐
か
し
さ
や
寂
し
さ
が
こ
み
あ
が
る

父
も
ど
こ
か
で
こ
の
花
火
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

父
の
い
な
い
盆
踊
り　

今
年
も
盛
大
に
終
わ
っ
た

手書きのイラストがとっても良くて、内容も面白く、読ん
でいてじっくりと楽しめます。

　子どもの頃、「図鑑」という響きに特別な感じがして、夢中
になって読みました。シリーズで他にもいろいろあるので、
ぜひ、手に取ってください。
　この本を片手に、えびの市の自然を楽しんでみませんか。

さとうち藍／文　松岡達英／絵
（福音館書店）

他の病気と違って、うつ病にはこれくらいの期間で治る
という目安がありません。

　この本は著者自身の体験をベースに、うつ病からの脱出
に成功した人たちをレポート。ミュージシャンの大槻ケン
ジさんや作家の熊谷達也さんなど17人の体験談が描かれて
います。うつ病について実体験から知識を学べ、かつ悩み
を分かち合い勇気付けられる本です。

うつヌケ

田中圭一／著
（ KADOKAWA ）

◎お知らせ

ぬいぐるみおとまり会
ぬいぐるみを図書館におとまりさせてみませんか。その
様子をミニアルバムにしてプレゼントします。
●日時＝10月14日（土）午前11時～ 15日（日）午後3時
●定員＝10組※先着順
※ぬいぐるみは50㎝ぐらいまででお願いします。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○はじめてのママカメラ　今井 しのぶ 著　マイルスタッフ
インプレス
○娘になった妻、のぶ代へ　砂川 啓介 著　双葉社
○おいしい雑草料理　小崎 順子 著　サンクチュアリ出版
○歴史の愉しみ方　磯田 道史 著　中央公論新社
○とるとだす　畠中 恵 著　新潮社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎10月のスケジュール
月間行事 ハロウィン写真撮影（10月21 ～ 31日）

2 月 休館日
４ 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
6 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
7 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

10 火 休館日
11 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
12 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
13 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
14 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
16 月 休館日
18 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
20 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
21 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
23 月 休館日
24 火 ドリームカー 10：30 ～ 12：00
25 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
26 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
27 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

28 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
30 月 休館日

◎「最近入ったお勧め本」

自然図鑑
動物・植物を知るために

ハロウィン写真撮影
自由に仮装して撮影してください。貸衣装があります。
●日時＝10月21日（土）～ 31日（火）

住宅基礎の金網溶接作業

坂本裕二さん

所在地
えびの市大字末永 2343
番地 1

生産拠点

営 業 所 5 カ 所（ 福 岡、
大 阪、 宮 崎、 鹿 児 島、
長崎）
工場 4 カ所（福岡 3 カ
所、宮崎）

創業 明治 19 年
従業員 85 人（えびの市：8 人）

電話番号 33-3085

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
昨
年
度
は

広
報
え
び
の
で
5
社
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
7

【事業所規模】

会社概要

　株式会社小財スチールは、明治19年に創業
した130年以上もの歴史をもつ金網メーカー
です。河川護岸・道路・治山・砂防工事等の保
護用製品、補強用製品、住宅基礎用鉄筋など、
さまざまな製品を製造しています。「確かな
技術と信頼の実績」で、日本全国に製品を納
入しています。
　本社は福岡市にあり、現在、5つの営業所

（福岡、大阪、宮崎、鹿児島、長崎）と4つの工
場（福岡3カ所、宮崎）を展開しています。福
岡工場では、ベトナムから3年の実習期間で8
人の実習生を受け入れています。
　昭和59年にえびの市に南九州工場を開設
しました。主に土木工事のじゃかごや法面保
護用ネット、フトンカゴ等を製造しています。
また、現在は住宅基礎用製品の製造にも力を
入れています。
　信頼と実績を誇りに線材加工品を通して、
安心で快適な国土づくりに貢献しています。

　実家に戻ってきたのをきっかけに入社
して20年目です。現在は、法面や住宅基
礎など、幅広く製品を作っています。自
分たちが作った製品が実際に使われてい
るところを見ると、皆さんの安全のため
に役に立っているのだとやりがいを感じ
ます。これからもお客さんの立場にたっ
て信頼されるように努力していきます。

働く人の声

株式会社 小財スチール 南九州工場

パネル式フトンカゴの製網
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国
は
1
日
に
野
菜
を
３
５
０
ｇ
（
そ

の
う
ち
緑
黄
色
野
菜
は
１
２
０
ｇ
）
以

上
食
べ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
成
人
男
女
各
世
代
と
も
目
標
に

達
し
て
お
ら
ず
、
特
に
20
代
で
最
も
野

菜
摂
取
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

朝
は
、
食
事
を
抜
い
た
り
、
お
に
ぎ
り

等
の
単
品
で
済
ま
せ
た
り
し
が
ち
な
た

め
、
野
菜
の
摂
取
量
が
極
端
に
少
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
な
ど
、

③
朝
は
、
ト
マ
ト
、
レ
タ
ス
な
ど
簡
単

に
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
常
備
し
て
お
く
。

④
生
野
菜
に
偏
ら
ず
、
茹
で
る
、
煮
る
、

炒
め
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
調
理
法
で

食
べ
る
。

　

今
回
、
小
林
保
健
所
を
中
心
に
え
び

の
市
、
小
林
市
、
高
原
町
と
、
小
林
市

地
方
創
生
課
て
な
ん
ど
小
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
共
同
制
作
に
よ
り
ベ
ジ
活
推

進
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

ご
覧
い
た
だ
き
「
野
菜
を
忘
れ
て
い
な

い
か
」
を
意
識
し
て
、
彩
り
よ
く
野
菜

を
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

藤
嶋
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

「
ベ
ジ
活
」
推
進
中
で
す

体
の
調
子
を
整
え
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

■
野
菜
1
日
３
５
０
ｇ
（
1
皿
70
ｇ
を

目
安
に
合
計
5
皿
）
を
と
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト

①
緑
黄
色
野
菜
を
中
心
に
、
彩
り
を
意

識
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
の
組
み
合

わ
せ
で
食
べ
る
。

②
1
回
の
食
事
で
5
皿
で
は
な
く
、
1

日
の
食
事
の
中
で
何
回
か
に
分
け
て
食

べ
る
。

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

注意しましょう「特殊詐欺」

災害に備えを

9月 1 日の「防災の日」、8 月 30 日から 9 月 5 日ま
での 1 週間の「防災週間」などに防災訓練等を行っ

たところも多いのではないでしょうか。
　近年、全国各地で災害による甚大な被害が出てい
ます。また、台風のシーズンでもあり、台風による
風水害やその他さまざまな災害が予想されます。
　災害は、いつ、どこで、どのくらいの規模で発生
するか分かりません。被害を最小限にとどめるため
にも日頃からの備えが大切です。今一度、家庭の中
で防災グッズの準備や点検、避難場所の確認などを
行い、防災意識を高めましょう。

宮 崎 県 内 で は 、特 殊 詐 欺 の 被 害 に 遭 う 人 が 未
だ 後 を 絶 ち ま せ ん 。え び の 市 内 で も 、不 審

な 電 話 が あ っ た り メ ー ル が 毎 日 の よ う に 送 ら れ
た り し て お り 、油 断 で き な い 状 態 で す 。
　 特 殊 詐 欺 は 、「 オ レ オ レ 詐 欺 」、「 架 空 請 求 詐
欺 」、「 還 付 金 詐 欺 」、「 融 資 保 証 金 詐 欺 」、「 金 融 商
品 名 目 の 類 似 詐 欺 」な ど さ ま ざ ま な 手 口 が あ り 、
巧 妙 化 し て い ま す 。
　 特 殊 詐 欺 の 被 害 は 、一 本 の 電 話 や メ ー ル か
ら 始 ま り ま す 。少 し で も お か し い な と 思 っ た ら 、
一 人 で 悩 ま ず 、ま ず 、警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

8月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 10件
救 急 68件 年 計 544件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

8月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 57件
物 件 33件 本年累計 201件

　

宮
崎
市
か
ら
え
び
の
市
に
来
て
、
2

年
と
3
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。最
初
の

こ
ろ
は
多
少
お
店
等
の
少
な
さ
に
困
惑

し
ま
し
た
が
、
住
む
と
、「
な
ん
と
か
な

る
。む
し
ろ
こ
れ
ぐ
ら
い
が
適
正
な
の

で
は
」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
夜
も
照

明
な
ど
が
少
な
く
、
月
や
星
が
き
れ
い

に
見
え
、
静
か
な
の
で
、
穏
や
か
な
時

間
が
過
ご
せ
ま
す
。

　

私
は
「
林
業
地
域
お
こ
し
」
協
力
隊

員
な
の
で
、
他
の
協
力
隊
員
と
違
い
、

日
々
の
仕
事
で
林
業
技
術
の
習
得
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

般
の
林
業
会
社
に
籍
を
お
く
形
を
と
り
、

先
輩
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
る
毎
日
で

す
。着
任
し
た
こ
ろ
は
仕
事
で
山
に
入

る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。自
然

の
中
で
働
く
の
は
、
解
放
感
が
あ
り
と

て
も
す
が
す
が
し
い
か
ら
で
す
。ま
た
、

標
高
が
高
い
現
場
に
行
く
と
、
景
色
も

素
晴
ら
し
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
良
い

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
虫
が
多
い
、
作

業
内
容
と
季
節
に
よ
っ
て
は
暑
か
っ
た

り
、
寒
か
っ
た
り
な
ど
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
で
こ
そ
自
然
と
触
れ
合
う

林
業
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
農
林
整
備
課
林
務
係
主
催

の
森
林
教
室
、
植
樹
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。地
域
の
人
と
触
れ
合
え
る
機
会
で
、

い
つ
も
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
地
域
お
こ
し
」
は
林
業
を
や

り
た
い
人
に
と
っ
て
良
い
制
度
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。
残
り
の
期
間
、
林
業
の
大

切
さ
や
素
晴
ら
し
さ
、
え
び
の
の
魅
力

を
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
：
佐
山 

雄ゆ
う
じ志

隊
員

C o m m u n i t y  b u i l d i n g

林
業
の
魅
力
を
伝
え
た
い

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
相
手
の

説
明
を
疑
い
、
す
ぐ
に
警
察
や
市
役
所
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
０
９
８
６
‐
24
‐
０
９
９
９

西
諸
県
地
域
消
費
者
生
活
相
談
窓
口

☎
23
‐
1
1
4
1

市
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
3
7
3
1

 　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

医
療
費
な
ど
の
還
付
金
詐
欺
に
注
意

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺
の
ト

ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

還
付
金
詐
欺
と
は
、
市
役
所
や
年
金

事
務
所
等
の
職
員
を
装
っ
て
「
医
療
費

の
過
払
い
分
」「
年
金
の
未
払
い
分
」
等

を
「
還
付
し
ま
す
」
と
電
話
を
か
け
て

き
て
、
言
葉
巧
み
に
A
T
M
に
足
を
運

ば
せ
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
の
こ

と
で
す
。

　

ま
ず
、「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
の
で

携
帯
電
話
を
持
っ
て
A
T
M
へ
行
く
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
還
付
金
詐
欺
で

す
。行
政
や
金
融
機
関
の
職
員
が
還
付

金
等
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、
A
T
M

の
操
作
を
行
う
よ
う
に
連
絡
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、「
手
続
き
は
今
日
中
に
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
せ
か
さ
れ
て
も
、

慌
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。周
囲
に

相
談
す
る
な
ど
、
冷
静
に
対
処
し
ま

し
ょ
う
。

　

一
度
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、

取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困
難
に
な
り
ま

す
。
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お 知 ら せ

平成29年7月5日からの大雨災害義
援金の受付期間が延長されました

　日本赤十字社では、平成29年7月に九州北部を襲った
大雨により被災された人を支援するため、義援金を受け
付けていますが、受付期間が延長されました。この義援
金は、被災地県に設置される災害義援金配分委員会を通
じて被災者へ届けられます。皆さんのご支援をお願いし
ます。

【受付期間】12月28日（木）まで
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉
協議会内）の窓口で受け付けます。
※寄附金控除のため受領証を希望する場合は、窓口でお
申し出ください。
■金融機関から送金する場合

【福岡県支部】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

福岡銀行 本店 普通 6650853

西日本シティ銀行 本店 普通 3386907

［口座名義］日本赤十字社 福岡県支部 支部長 小川 洋（オ
ガワ ヒロシ)
※金融機関によっては、振込手数料がかかる場合があり
ます。
※受領証を希望する場合は、日本赤十字社福岡県支部

（092-523-1171）にお問い合わせください。
【大分県支部】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

大分銀行 ソーリン 普通 7507846

大分県信用組合 本店営業部 普通 4098496

［口座名義］日本赤十字社 大分県支部 支部長 広瀬 勝貞
（ヒロセ カツサダ)

※金融機関によっては、振込手数料がかかる場合があり
ます。
※受領証を希望する場合は、日本赤十字社大分県支部

（097-534-2236）にお問い合わせください。
【メガバンク口座】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん 普通 2787539

三菱東京 UFJ 銀行 やまびこ 普通 2105532

みずほ銀行 クヌギ 普通 0620340

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によっては、振込手数料がかかる場合があり
ます。
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社（ 03-
3437-7081）にお問い合わせください。

【郵便局】

銀行名 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 00190-2-696842 日赤平成 29 年 7 月大雨災害
義援金

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取り扱いの場合、振替
手数料は免除されます。
※受領証を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」と
明記してください。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

平成29年度就学時健康診断

　平成30年度小学校入学予定の子どもを対象に就学時
健康診断を実施します。
　入学予定児の保護者宛てに、就学時健康診断通知書を
発送しています。届いていない場合は、市学校教育課教
育係までご連絡ください。

【開催日】［飯野・上江小学校区］10月4日（水）
［加久藤・真幸・岡元小学校区］10月5日（木）
【受付時間】午後0時30分～午後1時15分
【歯科健康診断】午後1時15分～午後1時30分
【内科健康診断】午後1時30分～午後2時
【諸検査】午後2時～午後3時30分
【場所】市文化センター　　　　
問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）

地震の防災・減災対策に
役立つ情報を紹介
第 3 回

　強い地震動による家具などの転倒は、人命に重大な危険を及ぼします。阪神・淡路大震災では、6,434人が犠牲とな
りました。このうち約8割の人は、自宅内で家屋や家具の倒壊等により圧死、窒息死したと言われています。　
　今月は、家具類の転倒・移動防止についての対策例をお伝えします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市基地・防災対策課　基地・防災対策係　☎35-1119（直通）
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【リフト付検診車について】
　10月12日（木）、11月22日（水）、24日（金）はリフト付検診
車で検診を行います。リフト付検診車では車いすから検診
専用の車いすに乗り換えて撮影ができます。通常の検診車
での受診が困難な人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期　日 会　場 時　間

11 月 22 日

（水）★

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 10：30
上江地区体育館 13：20 ～ 14：20
下大河平公民館 14：50 ～ 15：20

11 月 24 日

（金）★

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30
国際交流センター 13：10 ～ 13：40
えびの市役所駐車場 13：20 ～ 14：30

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

「特定健診」を忘れずに受診しましょ
う

　市では、国民健康保険の被保険者（ 40歳～ 74歳）を対
象に、特定健診とがん検診等が同時に受診できる「国保
セット健診」を行っています。
　生活習慣病は、年に一度の健診を受けることで予防、
早期治療することができます。健康状態のチェック、生
活習慣病の早期発見・予防のためにも特定健診を受診し
ましょう。
■集団検診（セット健診）

検診日 会場 同時受診できる検診

11 月 14 日（火）真幸地区体育館 大腸・前立腺・肝炎

11 月 16 日（木）飯野地区コミュニテ
ィセンター 大腸・前立腺・肝炎

平成 30 年 1 月
19 日（金） 保健センター 胃・大腸・前立腺・肝炎

※検診は午前中に終了します。
【申込方法】健診日の1カ月前までに市健康保険課にお申

し込みください。後日「がん検診等日程決定通知書」を
お送りします。

【受診料】無料 ※ただし、がん検診等を同時受診する際
は別途受診料が必要になります。

［胃］1,300円、［大腸］500円、［前立腺］500円、［肝炎ウイ

ルス］800円
■個別検診（医療機関での健診）

【申込方法】受診する前に医療機関に直接予約をしてく
ださい。受診の際は、医療機関に「特定健診受診券」をお
持ちください。

【受診料】無料 ※ただし、がん検診等を同時受診する際
は別途受診料が必要になります。

【受診期限】平成30年1月31日（水）
※詳しくは、市健康保険課医療保険係までお問い合わせ
ください。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

来場ください「鹿児島矯正展」

　鹿児島刑務所では、鹿児島矯正展を開催します。
　矯正展は、法務省が主唱する「社会を明るくする運動」
の一環として、矯正施設の業務内容を一般社会の皆さん
に広く紹介するとともに、刑務所作業製品等の展示・販
売を通して受刑者の円滑な社会復帰に対する理解を深め
てもらうことを目的として行われます。
　皆さん、気軽にお越しください。

【開催日時】10月21日（土）午前9時30分～午後3時30分、
10月22日（日）午前9時～午後2時30分

【場所】鹿児島刑務所
【内容】・刑務所内見学
・パネル、模擬居室、文芸作品等の展示による受刑者の生
活等の紹介

・ステンドグラス製作等の刑務所作業の体験
・刑務作業製品の展示販売
・更生保護女性連盟、地域協力店等によるバザーおよび
軽食等の販売

【入場料】無料
問鹿児島刑務所（鹿児島県姶良郡湧水町中津川1733番
地）
☎0995-75-2025（代表）
☎0995-75-4342（担当：迫、福島）

えびの市子ども・子育て会議委員
募集

　市では、子ども・子育て支援に関する施策の総合的か
つ計画的な推進に向け、子育て支援施策の実施状況等を
審議していただくため、子育て支援施策に関心のある人
を募集します。

【応募資格】市内に居住する満20歳以上で、子育て中ま
たは子育て支援に関心があり、平日昼間に開催する会議

（年2回程度）に出席できる人
【募集人数】1人程度
【任期】平成31年3月まで（2年間）
【募集方法】指定の申込書に必要事項を記入のうえ、「え

びの市の子ども・子育て支援」をテーマとする作文（任意
様式A4サイズ400字程度を目安）を添えて、市福祉事務
所へ持参するか、郵便、ファックスまたは電子メールで
提出してください。
　申込書は、市福祉事務所にあります。市ホームページ

（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウンロードでき
ます。

【謝礼等】1回あたり4,150円
【募集期限】10月20日（金）必着
【選考】書類選考（必要に応じて面接を実施）

※選考の結果は、応募者全員に文書で通知します。
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738(直通)
FAX 35-0401
E-mail fukushi@city.ebino.lg.jp

平成29年度結核検診（加久藤・真幸
地区）を実施します

　加久藤・真幸地区の結核検診を実施します。対象者であ
る65歳以上の市民の人は次の日程のいずれかで検診を受
けてください。ただし、次に該当する人は受ける必要はあり
ませんので、市健康保険課市民健康係までご連絡ください。
①平成29年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人
②今年度肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し
込みをしている人

【受診方法】対象者の人には、結核検診実施通知書が郵送

されます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越し
ください。※検診費は無料です。

【日程および会場】

期　日 会　場 時　間

10 月 3 日

（火）

栗下区営農研修館 9：30 ～ 10：50
尾八重野コミュニティセンター 11：10 ～ 11：30
永山公民館 13：20 ～ 14：20
大溝原公民館 14：40 ～ 15：20

10 月 4 日

（水）

西郷・新光工業前 9：30 ～ 10：40
湯田・上中野直樹様宅前 11：00 ～ 11：30
市役所駐車場 13：20 ～ 15：30

10 月 5 日

（木）

麓公民館  9：30 ～ 10：20
前松原公民館 10：40 ～ 11：30
東川北公民館 13：20 ～ 14：20
牧の原公民館 14：50 ～ 15：10

10 月 10 日

（火）

灰塚公民館 9：30 ～　9：50
西長江浦下営農研修センター 10：10 ～ 10：40
西長江浦上営農研修センター 11：00 ～ 11：30
東長江浦上公民館 13：20 ～ 14：00
東長江浦下公民館 14：20 ～ 14：40

10 月 11 日

（水）

JR えびの駅前（加久藤） 9：30 ～ 10：30
榎田公民館 11：00 ～ 11：30
東内竪公民館 13：20 ～ 14：20
南昌明寺・湯園公民館 14：40 ～ 15：20

10 月 12 日

（木）★

真幸出張所 9：00 ～ 11：30
西川北公民館 13：20 ～ 14：20
市営古川団地駐車場 14：50 ～ 15：20

10 月 19 日

（木）

上島内公民館 9：30 ～ 10：00
上向江・田代長茂様宅 10：30 ～ 11：30
中浦公民館 13：20 ～ 14：00
柳水流公民館 14：20 ～ 14：40
亀沢・池嶋幸様宅横 15：00 ～ 15：20

10 月 24 日

（火）

下浦公民館 9：30 ～ 10：10
上浦・田畑清盛様宅 10：30 ～ 10：50
岡元小学校 11：10 ～ 11：30
下島内公民館 13：20 ～ 14：20
中内竪・旧マサキコーセン 14：50 ～ 15：10

10 月 27 日

（金）

岡松運動場  9：30 ～ 10：10
西の野公民館 10：30 ～ 10：50
西内竪公民館 11：10 ～ 11：30
南岡松公民館 13：20 ～ 14：30
北昌明寺公民館 14：50 ～ 15：30
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田 中 孝 江さん の 取 材 に 行 きました 。田 中 さん の 詩 は、
軽 快なリズムで 擬 音 の 使 い方が 独 特 だ なと感じま

した 。（ 東 ）

涼 しくなり、だ ん だ ん と 秋 らしくなってきまし た 。食
欲 の 秋、スポーツの 秋、読 書 の 秋、芸 術 の 秋… 今 年

はどんな秋を 過ごそうか 悩 み 中です。（ 久保 田 ）

人　口 18,794人（前月比-24人）

男性／ 8,837人（ -4人）　女性／ 9,957人（ -20人）

転入／ 39人　転出／ 41人
出生／ 9人　死亡／ 31人

世帯数 8,513世帯（前月比±0世帯）
（平成29年9月1日現在）

E
d
ito

r's

は30分以上の運動をしよう」を合言葉とする「 1130県民
運動」の一環として、市民の健康増進と体力の向上を図
るため、ノルディックウォーキング教室を開催します。
　ノルディックウォーキングは、2本のポールを使って
歩行するだけで高い効果が得られる運動です。年齢性別
を問わず気軽に楽しめるスポーツですので、興味のある
人は体験してみませんか。

【開催日時】10月22日（日）午前9時～午前11時30分
［受付］午前8時30分～
【場所】えびの市民体育館および周辺
【対象者】小学校3年生以上の男女（小学生は保護者が同

伴してください）
【参加費】無料
【準備するもの】運動しやすい服装・体育館シューズ・飲

み物・タオル等
【申込方法】市社会教育課へ電話でお申し込みください。
【申込期限】10月16日（月）
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-3719(課直通)

あなたの体力を測ってみませんか

　えびの市スポーツ推進委員協議会では、市民の体力・
運動能力の現状把握を目的として、体力測定会を開催し
ます。
　スポーツ庁の定める「新体力テスト実施要項」に従い、
年齢に応じてそれぞれ6種目の測定を行います。
　日頃より運動を行っている人も、家事や仕事が忙しく
運動ができていない人も、自身の体力を再確認し、元気
な生活づくりに役立ててみませんか。

【開催日時】10月5日（木）午後7時30分～
【場所】えびの市民体育館

【対象者】20歳以上の男女
【参加費】無料
【内容】平成29年4月1日現在の年齢に応じて、以下の区

分で実施します。
［20歳～ 64歳］握力・上体起こし・長座体前屈・反復横と

び・立ち幅跳び・急歩（男性1,500m・女性1,000m ）
［ 65歳以上］握力・上体起こし・長座体前屈・開眼片足立

ち・10m障害物歩行・6分間歩行
【準備するもの】運動しやすい服装・体育館シューズ・飲

み物
※申し込みは不要です。開催日時に現地へ集合してくだ
さい。
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-3719(課直通)

コンセント等の点検をしていますか

　私たちの暮らしに欠かせないライフラインの一つに電気
があります。毎日使う身近な存在ですが、その使用方法を
間違えると「感電」・「火災」などの重大な事故につながる
危険があります。
　冷蔵庫や洗濯機などのプラグをコンセントに差し込ん
だままにしていませんか。
　長時間差し込んだままにしていると、すきまにはホコ
リがたまり、そこに湿気が加わると、放電が起きて火災
につながることがあります。これを、トラッキング現象
といいます。
　電気製品等の裏側まで掃除をするのは大変ですが、コ
ンセント付近は定期的に掃除をしてホコリを取りましょ
う。　
問一般財団法人 九州電気保安協会
☎092-711-0056

◎ 今月の 表 紙
8 月2 0 日、道 の 駅 えび の で 武 蔵 川
部 屋 に よる 赤 ちゃん 土 俵 入りが 行
わ れました 。会 場 には、市 内 外から
多くの人 が 訪 れ 、35 人 の 赤 ちゃん
が土俵 入りをしました 。

市体育施設指定管理者募集

　市では、平成30年4月からの市体育施設の指定管理者
を募集します。

【指定管理期間】平成30年4月1日～平成33年3月31日
【応募資格】次の要件を満たす法人、その他の団体または

グループ
①会社更生法（平成14年法律第154号）に定める更生手
続または民事再生法（平成11年法律第225号）に定める
再生手続きを行っていないこと。
②団体等の役員に破産者、法律行為を行う能力を有しな
い者または禁錮以上の刑に処されている者がいないこと。
③地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4
の規定（一般競争入札の参加者の資格）に該当しないこと。
④えびの市および他の自治体等から指名停止措置を受け
ていないこと。
⑤地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第11項
の規定による指定の取り消しを受けたことがないこと。
⑥国税または地方税を滞納していないこと。
⑦暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平
成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団または
その利益となる活動を行っている団体（以下「暴力団等」
という。）ではないこと。
⑧団体等の役員または経営に事実上参加している者に、
暴力団等の構成員または暴力団等の関係者と密接な関係
を有する者がいないこと。

【申請受付期限】10月16日（月）
【募集要項等】募集要項および仕様書は、市ホームページ
（ http://www.city.ebino.lg.jp/)からダウンロードできま

す。窓口での配布は、10月16日（月）までです。
内容等の詳細については、市体育施設指定管理者募集要
項および仕様書で確認するか、市社会教育課へお問い合

わせください。
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-3719(課直通)

人権について学びませんか
「人権セミナー」
　市では、一人一人の人権が尊重され、誰もが生きてい
る幸せを実感できる社会・ともに生きる社会づくりに向
け、今年も人権セミナーを開催します。
　日常生活の中にある偏見や差別を解消していくために、
自分自身の「人権感覚」を問い直し、学びあう場にしま
せんか。

【開催日】［第1回］10月6日（金）
［内容］テーマ：「人権同和問題」、講師：宮崎県人権同和

教育研究協議会 事務局長 吉村 仁氏
［第2回］10月20日（金）
［内容］テーマ：「性的指向に関する人権問題」、講師：レ

インボービュー宮崎 代表 山田 健二氏
［第3回］10月25日（水）
［内容］テーマ：「男女共同参画」、講師：オフィスピュア 

代表 たもつ ゆかり氏
【開催時間】午後1時30分～午後3時［受付］午後1時～
【会場】市文化センター 2階 大研修室

　詳しくは、市総務課人権啓発室へお問い合わせくださ
い。
問市総務課 人権啓発室
☎35-3711(課直通)

「ノルディックウォーキング教室」参
加者募集

　えびの市スポーツ推進委員協議会では、「 1週間に1度

今月の納税

国民健康保険税 第3期
後期高齢者医療保険料 第3期
10月2日（月）までに納めましょう。
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